
全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

2
月
12
日
（
木
）
13
時
35
分
か

ら
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会

議
室
（
東
京
）
に
お
い
て
26
春

闘
第
1
回
中
央
港
湾
団
交
を
開

催
し
た
。

中
央
港
湾
団
交
に
あ
た
り
、

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
は
、
業

側
に
対
し
て
要
旨
次
の
主
張
を

行
っ
た
。

・
魅
力
あ
る
港
湾
労
働
の
実
現

に
よ
り
、
人
員
不
足
問
題
を
解

消
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

・
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
。
大
幅

賃
上
げ
は
人
員
不
足
解
消
に
つ

な
が
る
要
求
で
も
あ
る
。

・
賃
上
げ
で
は
、
特
に
専
業
・

検
数
・
検
定
・
関
連
業
種
で
の
大

幅
賃
上
げ
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
の
原
資
確
保
を
ユ
ー
ザ
ー
に

求
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
先
日
、
19
年
最
賃
に
つ
い
て

協
定
を
結
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

産
別
最
賃
で
の
日
港
協
側
の
訴

訟
を
取
り
下
げ
、
正
常
な
労
使

関
係
を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
再
び
強
く
要
求
す

る
。

・
組
合
側
は
、
価
格
転
嫁
の
文

書
に
つ
い
て
今
後
、
国
交
省
の

申
し
入
れ
な
ど
を
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

・
中
古
自
動
車
に
関
わ
る
放
射

線
検
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
費

用
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
拠
出
す
べ

き
で
、
こ
の
点
で
組
合
側
は
重

大
な
決
意
を
持
っ
て
対
応
し
た

い
。

・
指
定
事
業
体
の
問
題
は
、
日

港
協
の
責
任
で
解
決
す
べ
き

だ
。
26
春
闘
で
協
定
当
事
者
と

し
て
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
。

そ
し
て
、
要
求
書
趣
旨
説
明

で
は
、
玉
田
書
記
長
よ
り
、
良

好
な
労
使
関
係
の
構
築
、
大
幅

賃
上
げ
と
産
別
賃
金
の
引
上

げ
。
労
働
時
間
短
縮
と
時
間
外

労
働
の
規
制
、
港
湾
労
働
者
保

障
基
金
制
度
の
拡
充
な
ど
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
し
た
。

業
側
は
、
要
求
書
趣
旨
説
明

の
あ
と
要
求
に
つ
い
て
内
部
検

討
を
行
う
と
し
て
、
次
回
団
交

を
3
月
12
日
（
木
）
13
時
30
分

か
ら
同
じ
場
所
で
開
催
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

組
合
側
は
こ
れ
を
基
本
的
に

了
承
す
る
が
、
再
度
、
新
橋
の

港
運
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
を

要
求
し
た
。

業
側
は
、
事
務
局
で
検
討
す

る
と
し
て
団
交
を
終
了
し
た
。

（
14
時
35
分
終
了
）

第
18
回
中
央
委
員
会
は
中
央

執
行
委
員
、
本
部
役
員
な
ら
び

に
単
組
・
地
区
港
湾
選
出
中
央

委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
総
勢
1

6
0
名
が
参
加
し
た
。

中
央
委
員
会
開
催
に
先
立
ち

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
徳

里
副
委
員
長
は
、
国
内
の
政
治

情
勢
、
経
済
情
勢
、
港
湾
情
勢

に
触
れ
な
が
ら
『
魅
力
あ
る
港

湾
労
働
の
確
立
と
次
世
代
か
ら

も
選
ば
れ
る
業
種
を
目
指
す
べ

く
26
春
闘
を
団
結
し
て
が
ん
ば

ろ
う
』と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
、

議
長
団
を
選
出
。
続
く
資
格
審

査
で
は
44
名
の
中
央
委
員
全
員

の
参
加
を
確
認
し
、
中
央
委
員

会
を
開
催
し
た
。

そ
の
後
、
竹
内
中
央
委
員
長

の
開
会
挨
拶
か
ら
玉
田
書
記
長

に
よ
る
第
1
号
議
案
・
第
2
号

議
案
・
第
3
号
議
案
の
提
案
が

さ
れ
、
各
中
央
委
員
か
ら
補
強

意
見
や
質
問
な
ど
を
2
日
間
に

亘
り
議
論
し
た
。

2
日
目
の
冒
頭
、
各
単
組
よ

り
26
春
闘
を
た
た
か
う
に
あ
た

っ
て
の
決
意
表
明
を

行
っ
て
か
ら
議
案
審

議
を
再
開
。
議
論
が

出
尽
く
し
た
と
こ
ろ

で
竹
内
中
央
委
員
長

の
総
括
答
弁
を
受

け
、
中
央
執
行
委
員

会
提
出
議
案
の
採
択

に
入
り
、
参
加
者
の

大
き
な
拍
手
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
議
案
は

採
択
さ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、

鈴
木
副
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
竹
内

中
央
執
行
委
員
長
の

『
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
』
で
中
央
委
員

会
は
成
功
裏
に
閉
会

し
た
。

全
国
港
湾
は
、
2
月
4
日
（
水
）
午
後
か
ら
5
日
（
木
）
午
前
に
か
け
て
第
18
回
中
央
委
員

会
を
豊
橋
市
『
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
』
に
お
い
て
開
催
し
た
。

委
員
会
は
、
議
長
団
に
高
畑
中
央
委
員
（
日
港
労
連
）
、
小
泉
中
央
委
員
（
全
倉
運
）
を
選

出
。
25
秋
年
末
闘
争
の
主
な
取
り
組
み
経
過
に
つ
い
て
（
案
）
：
第
一
号
議
案
、
26
春
闘
方
針

（
案
）
：
第
二
号
議
案
及
び
26
春
闘
要
求
書
（
案
）
：
第
3
号
議
案
を
審
議
し
、
満
場
の
一
致

で
採
択
し
た
。

自
民
党
と
日

本
維
新
の
会
が

提
出
し
た
衆
議

院
議
員
定
数
削

減
法
案
は
継
続

審
議
と
な
っ
た

が
、
こ
の
法
案

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の

か
。
今
後
も
注
視
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
先
の
法
案
は
議
員

数
の
1
割
削
減
を
目
標
と
し
、

1
年
以
内
に
結
論
が
出
な
け
れ

ば
、
小
選
挙
区
で
25
、
比
例
選

挙
区
で
20
減
ら
す
内
容
だ
。
民

主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
制

度
を
変
え
る
に
は
乱
暴
な
内
容

で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
数
を
減

ら
せ
ば
減
ら
す
ほ
ど
、
利
権
を

持
つ
現
職
議
員
や
世
襲
議
員
が

有
利
に
な
り
新
陳
代
謝
が
進
み

に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
、
少
数

政
党
は
埋
没
し
か
ね
な
い
。
特

に
比
例
選
挙
区
を
減
ら
す
と
、

多
様
な
考
え
方
が
反
映
さ
れ
な

く
な
る
。
多
様
化
が
進
む
現
在

の
社
会
と
は
逆
行
し
た
状
況
に

な
り
か
ね
な
い
▼
な
ぜ
、
議
員

定
数
の
削
減
が
急
に
出
て
き
た

の
か
、
そ
の
根
底
に
は
自
民
党

が
裏
金
議
員
の
解
決
に
背
を
向

け
て
き
た
結
果
、
国
政
選
挙
で

単
独
過
半
数
割
れ
を
招
き
、
少

数
与
党
に
転
落
し
た
。そ
の
後
、

公
明
党
の
連
立
離
脱
を
経
て
維

新
と
の
政
策
合
意
に
飛
び
つ
い

た
際
に
維
新
の
公
約
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
の
が
議
員
地
数
の

削
減
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
人
口

1
0
0
万
人
あ
た
り
の
日
本
の

国
会
議
員
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
加
盟
38
ヶ

国
中
3
番
目
に
少
な
い
。
議
員

が
更
に
少
な
く
な
る
と
い
う
事

は
有
権
者
の
声
が
国
政
に
反
映

さ
れ
に
く
く
な
る
。
そ
の
点
を

見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２６
春
闘
第
１
回
中
央
港
湾
団
交

２６
春
闘
第
１
回
中
央
港
湾
団
交
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